







































































































































































情報系 叙述 平叙文[無標] 平叙文[無標]
疑問 疑問文 疑問文反語文（难道/不是…
吗）
















































有標モダリティ付加あり 51％ 83％ 57％ 87％
























　 5 田中　　向こうの理解が高まるってありそうだから やっぱ［できるにこしたことないのかも。












　18 田中　　    ［hhh
→19 木村　　逆になんもしゃべれない方が［日本語に純粋に教えれるような気も。





























　2 王　　财宝 hhh 宝飾品hhh
→3 陳　　财宝过时了。hhhh 宝飾品は時代遅れだ。hhhh
 　　　（2）



















   （1.5）
→7 CL8 あります。たぶん古い時代からhh［h　　　観光地として




























































 也许（1）  肯定（3）
 可能（7）  不一定（6）
 应该（3）
 たぶん（2）







 感觉（5）  想（1）
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